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研究成果の概要（和文）：オランダの美術館・資料館・図書館における絵画作品・資料調査に基づき、18世紀前
半のコレクションにおける17世紀オランダ風俗画の受容について考察を進めた。その結果、18世紀に人気を博し
た17世紀風俗画の題材選択の問題、そして、絵画市場における特定の画家の作品の価格の高騰の問題を、コレク
ターの蒐集活動の分析を通して、複数の事例研究の形で明らかにすることができた。研究成果は、国外の国際シ
ンポジウム、国内の研究会で口頭発表したうえで、国際学術雑誌（英語）、単著（英語）、共著図書（日本語）
にその成果を公表した。

研究成果の概要（英文）：Grounded in close analysis of genre paintings and employing numerous primary
 sources - including archival documents, sales catalogues, and literature on art -, several case 
studies, focused on the collecting activities of affluent art collectors, elucidate how and why 
certain types of 17th-century genre paintings became favored in the 18th-century art market. The 
result was presented in several lectures at national and international conferences and published as 
articles in scientific journals and books.

研究分野： 西洋美術史
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１．研究開始当初の背景 
 
	 近年のオランダ美術史研究において、画家
レンブラントやフェルメールを輩出した 17
世紀最盛期の美術のみを重視する立場は見
直され、かつては衰退期として一蹴された 17
世紀末以降の芸術が様々な側面から再評価
されてきた。その結果、18 世紀前半は 17 世
紀オランダ美術を初めて受容し、栄光の過去
の遺産として歴史化・規範化した時代である
ことが明らかになってきた。なかでも、筆者
（申請者）は、1680-1750 年の風俗画の全体
像の再評価に取り組み、最盛期のオランダ絵
画から「失われた」特質ではなく、18 世紀の
画家が能動的に「継承し、改変した」側面に
注目し、それらを時代固有の芸術的文脈にお
いて再考してきた。つまり、これまでの筆者
の研究は、制作者である 18 世紀の画家が 17
世紀絵画という「黄金時代」の遺産を継承し
た点に焦点を当ててきたといえる。そこで本
研究では、絵画の購入者・鑑賞者である 18
世紀のクレクターに着目し、彼らによる 17
世紀絵画の受容を考察の対象とする。	
	
２．研究の目的	
	
	 本研究は、18 世紀前半を、17 世紀盛期オ
ランダ美術を初めて意識的に「受容」した時
代、最盛期には語られなかったその特質を定
義していく時代ととらえ、18世紀前半のコレ
クターの蒐集活動、そしてそのコレクション
を分析することで、彼らの考える 17 世紀オ
ランダ絵画の「オランダ性」を浮き彫りにす
る。これは、今日の我々の 17 世紀オランダ
美術（史）観につながる原点への洞察を深め
るだけでなく、イタリアなど他のヨーロッパ
諸国の美術との差異を明らかにし、初期近代
の西洋美術を理解する新たな視点を与える
であろう。 
 
３．研究の方法 
 
上記の目的を達成するために、研究開始当初、
研究対象として 3つの区分を掲げた。2つの
ケーススタディによる分析と、その理論的土
台となる考察である。 
(1)コレクターの好む絵画ジャンルの考察 
(2)コレクターの評価する画家に関する考察 
(3)コレクターの蒐集活動と絵画評価に関す
る同時代の文献の解読 
 
研究調査を実施する過程において、(1)と(2)
に関しては、より具体的な分析のために対象
を絞り、また相互に関連させてより深い考察
を行うために、下記のような形で、18世紀前
半のコレクターの蒐集活動の研究に取り組
んだ。オランダでの海外調査を合計 3回実施
し、現地では専門家たちと相談を重ねて効果
的に調査を進めることが可能となった。 
 

(1) 18世紀 コレクターの好む 17世紀風俗画
の題材をめぐる問題 
(2) 18世紀パリの絵画市場で人気を博した17
世紀オランダ画家・絵画をめぐる問題 
(3) 18 世紀コレクションにおける 17 世紀オ
ランダ絵画の評価をめぐる問題 
 
４．研究成果	
	
	 上記の(1)-(3)のそれぞれの研究成果を、
国際シンポジウムや国内の研究会での講演
として発表し、さらに、国際的な学術雑誌（英
語）、単著図書（英語、下記の図書④）、共著
図書（日本語）など、複数の論文・図書の形
で出版した。この(1)-(3)の研究成果につい
て、下記の(1)-(3)として述べ、その後に、
(4)として「研究成果の国内外における位置
づけとインパクト」、そして(5)として「新た
な研究課題の発掘」に関して述べる（以下、
「5.	主な発表論文等」でリストにした論文
を「5-論文 x」として記す）。	
	
(1) 18世紀 コレクターの好む17世紀風俗画
の題材をめぐる問題：18 世紀において 17
世紀オランダ風俗画の特定の題材が人気
を博していた事実とその理由が、風俗画
題材の選択をめぐる事例研究を通して明
らかになった。例えば、17 世紀から 18
世紀の風俗画に継承された音楽の演奏と
いう題材（5-図書③）、新生児の訪問とい
う題材（5-雑誌④）、「蝋燭画」（夜景図）
（5-雑誌①）などの分析を行った。	
	

(2) 18 世紀パリの絵画市場で人気を博した
17 世紀オランダ画家・絵画をめぐる問
題：18 世紀半ばのフランス、パリの絵画
市場において、17 世紀のオランダ画家ア
ドリアン・ファン・オスターデの農民画
（参考図版 1）が人気を得ていく一例が
確認され、その理由に関して、競売目録
や画家列伝など様々な一次資料をもとに
考察を行った。その結果、18 世紀フラン
スの画商がファン・オスターデの農民画
をオランダで買い付け、パリの絵画市場
において「オランダらしい」素朴な題材
の絵画として売り出すという市場戦略の
一端が明らかとなった（5-雑誌⑦）。	

	

参考図版 1：アドリアン・ファン・オス

ターデ《踊る農民》、1660 年、油彩、板、

42.5	x	57.2	cm、個人蔵。	

	



(3) 18 世紀コレクションにおける 17 世紀オ
ランダ絵画の評価をめぐる問題：18世紀
オランダ絵画、画家、コレクション、コ
レクター、絵画市場に関する同時代の文
献・記述を分析し、その結果を(1)と(2)
の考察にそれぞれ用いて、事例を裏付け、
また議論を豊かなものにすることが可能
となった。また、18 世紀における 17 世
紀オランダ絵画の評価、さらに 17-18 世
紀絵画市場と競売システム全般に関する
二次文献も収集し、読み進めることで、
こうしたテーマに関して考察を深め、論
文等を発表することができた（5-雑誌②、
③、⑤、⑥）。	
	 また、18 世紀における 17 世紀オラン
ダ絵画の「オランダ性」の評価を考察す
るなかで、17 世紀オランダ絵画における
異国文化、なかでも中国文化の影響につ
いて研究プロジェクトを進めるユトレヒ
ト大学のテイス・ウェストステイン教授
との交流を深めた。その結果、九州大学
大学院文学研究科にてウェストステイン
教授を招待し、国際講演会（英語）を開
催することができ、オランダ絵画におけ
る異国性とオランダ性について考察する
機会を得た。	

	
(4) 研究成果の国内外における位置づけとイ
ン パ ク ト ： 2015 年 に Amsterdam	
University	Press より 1680-1750 年のオ
ラ ン ダ 風 俗 画 を 再 評 価 し た 単 著
Confronting	the	Golden	Age（英語、5-
図書④）を出版したが、その後、この単
著を評価する書評が、オランダの新聞書
評欄（	NRC-Handelsblad,	2015.8.7）、お
よび複数の国際的な学術雑誌（ The	
Burlington	 Magazine,2015.9;	 HNA	
Review	 of	 Books,	 2016;	 Renaissance	
Quarterly,	69,）	に掲載され、1680 年
以降のオランダ絵画の研究がかつてなく
注目されたことが明らかになった。また
その後、2016 年にはドイツ、オランダで
開催された 17 世紀オランダ風俗画をめ
ぐる国際シンポジウム（5-口頭発表①、
④）において、筆者は 17 世紀末以降の風
俗画に関して講演（招待）を行い、また
2016 年に出版された 17 世紀オランダ絵
画の研究史を扱う論文集（5-論文③）で
は、17 世紀末以降のオランダ絵画を扱う
論文を掲載する機会を得た。かつては、
17世紀絵画が議論されるシンポジウムや
論文集において 17 世紀末以降の絵画の
研究に時間や頁が割かれることはほとん
どなかったのであり、それを鑑みると、
今日徐々に、17 世紀末から 18 世紀初頭
の風俗画が一つの研究対象として認識さ
れ、再評価されつつあることがうかがわ
れる。今後も 18 世紀前半のオランダ絵画
研究を継続していくことで、17 世紀オラ
ンダ絵画を偏重するオランダ美術史の観

点を見直し、17 世紀末以降の芸術を歴史
的コンテクストから再評価するという新
たな研究動向に貢献していくことができ
るだろう。 
 

(5) 新たな（継続）研究課題の発掘：上記の
ように幅広く研究を進めるなかで、(2)
のテーマに関連し、「18 世紀ヨーロッパ
における 17 世紀オランダ絵画趣味と蒐
集」の問題が新たな研究課題として浮上
してきた。とりわけ、18 世紀中頃のパリ
におけるオランダ絵画受容は注目に値す
る。当時、パリの富裕な市民コレクター
がヨーロッパの絵画作品を国別（ドイツ、
フランス、イタリア、イギリス等）に分
類し、その特徴を識別し、蒐集するとい
う傾向が見られ、「ヨーロッパ絵画のなか
のオランダ絵画」という位置付けが確立
していく時期でもあった。同時に、18 世
紀にはオランダ画家の列伝等、オランダ
絵画に関わる様々な書籍がフランス語で
出版され、ヨーロッパにおけるオランダ
絵画への関心が高まる頃でもあった。な
かでも、(2)で調査したように、パリの絵
画市場において人気を博した 17 世紀オ
ランダ画家のアドリアン・ファン・オス
ターデの農民画（参考図版 1）の事例は
興味深く、農民画の人気の理由をさらに
探究していくことで、18 世紀に形成され
ていく「オランダ絵画のオランダらしさ」
の考察にもつながっていくと考えられる。
今後の研究において、このテーマを発展
させ、継承していく予定である。	
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